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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月5日(2020.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　録画したビデオを再生するための方法であって、
　関連するタイムスタンプを有するビデオフレームのシーケンスを含むビデオストリーム
を受信することと、
　前記受信したビデオフレームのタイムスタンプから、または、前記受信したビデオスト
リームに埋め込まれたエンコーダフレームレート値から、前記受信したビデオストリーム
内の様々な時間的位置に対するエンコーダフレームレートパラメータを決定することと、
　前記決定されたエンコーダフレームレートパラメータが予め定められたフレームレート
閾値より小さい、前記受信したビデオストリーム内の時間的位置で、再生フレームレート
を前記決定されたエンコーダフレームレートパラメータより大きいフレームレートに変更
することと、
　前記決定されたエンコーダフレームレートパラメータが前記予め定められたフレームレ
ート閾値より大きい、前記受信したビデオストリーム内の時間的位置で、再生フレームレ
ートを前記決定されたエンコーダフレームレートパラメータに等しい再生フレームレート
に変更することと、
　前記受信したビデオストリームのビデオフレームを前記変更した再生フレームレートで
再生することと
を含む方法。
【請求項２】
　前記受信したビデオストリームは受信した第１のビデオストリームであり、前記方法は
、
　関連するタイムスタンプを有するビデオフレームの第２のシーケンスを含む第２のビデ
オストリームを受信することであって、前記第１および第２の受信したビデオストリーム
は少なくとも１つの重なり合う期間の間にキャプチャされている、第２のビデオストリー
ムを受信することと、
　前記第２のビデオストリームの前記受信したビデオフレームのタイムスタンプから、ま
たは、前記受信した第２のビデオストリームに埋め込まれたエンコーダフレームレート値
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から、前記受信した第２のビデオストリーム内の様々な時間的位置に対するエンコーダフ
レームレートパラメータを決定することと
を更に含み、
　前記再生フレームレートは、前記第１のビデオストリームの前記決定されたエンコーダ
フレームレートパラメータおよび前記第２のビデオストリームの前記決定されたフレーム
レートパラメータの両方が前記予め定められた閾値より小さい、前記第１の受信したビデ
オストリーム内の時間的位置で、前記受信した第１のビデオストリームの前記決定された
フレームレートパラメータより大きいフレームレートに変更され、
　前記再生フレームレートは、前記受信した第１のビデオストリームまたは受信した第２
のビデオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータが前記予め定められた閾
値より大きい時間的位置で、前記受信した第１のビデオストリームの前記決定されたフレ
ームレートパラメータに等しいフレームレートに変更される、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信した第２のビデオストリームの前記再生フレームレートはまた、前記第１のビ
デオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータおよび前記第２のビデオスト
リームの前記決定されたフレームレートパラメータの両方が前記予め定められた閾値より
小さい、前記第２の受信したビデオストリーム内の時間的位置で、前記受信した第２のビ
デオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータより大きいフレームレートに
変更され、
　前記受信した第２のビデオストリームの前記再生フレームレートは、前記受信した第１
のビデオストリームまたは前記受信した第２のビデオストリームの前記決定されたフレー
ムレートパラメータが前記予め定められたフレームレート閾値より大きい時間的位置で、
前記受信した第２のビデオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータに等し
いフレームレートに変更され、
　前記方法は、前記受信した第２のビデオストリームのビデオフレームを、前記受信した
第２のビデオストリームの前記変更された再生フレームレートで再生することを更に含む
、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記再生フレームレートは、前記受信したビデオストリーム内の前記決定されたエンコ
ーダフレームレートパラメータがスローモーション再生のための予め定められたフレーム
レート閾値より大きい時間的位置で、前記決定されたエンコーダフレームレートパラメー
タより小さいフレームレートに更に変更することができる、請求項１から３のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項５】
　前記受信したビデオフレームのタイムスタンプから受信した前記ビデオストリーム内の
様々な時間的位置に対するエンコーダフレームレートパラメータを決定することは、時間
的位置に対して、前記受信したビデオストリーム内の前記時間的位置を含んでいる予め定
められた期間の範囲内にあるビデオストリームにおいて連続する受信したビデオフレーム
の数をカウントすることと、当該連続するフレームのカウントされた数を前記予め定めら
れた期間で除算して前記エンコーダフレームレートパラメータを決定することとを含む、
請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信したビデオフレームの前記タイムスタンプから前記受信したビデオストリーム
内の様々な時間的位置に対するエンコーダフレームレートパラメータを決定することは、
時間的位置に対して、前記時間的位置のビデオフレームのタイムスタンプと、先行するか
または後続のビデオフレームの前記タイムスタンプとの間の時間差を算出することと、当
該算出した時間差から前記時間的位置に対する前記フレームレートパラメータを決定する
こととを含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項７】
　前記受信したビデオストリームに埋め込まれたエンコーダフレームレート値から前記受
信したビデオストリーム内の様々な時間的位置に対するエンコーダフレームレートパラメ
ータを決定することは、前記受信したビデオストリームのヘッダから前記受信したビデオ
に埋め込まれた前記エンコーダフレームレート値を抽出することを更に含む、請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記受信したビデオストリーム内の様々な時間的位置に対するエンコーダフレームレー
トパラメータを決定することは、
　前記受信したビデオフレームのビデオコード化ブロックを分析して、空のビデオフレー
ムを単にスキップブロック型のビデオコード化ブロックだけを含むビデオフレームとして
識別することと、
　エンコーダフレームレートパラメータを決定するときに、前記識別された空のビデオフ
レームをビデオフレームとしては無視することと
を更に含む、請求項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信したビデオストリームは、前記受信したビデオストリームが前記受信したビデ
オストリームの第１の部分の間に第１のエンコーダフレームレートで、かつ、前記受信し
たビデオストリームの別の部分の間に別のエンコーダフレームレートでコード化されるよ
うに、可変エンコーダフレームレートによってコード化される、請求項１から８のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項１０】
　録画したビデオを再生するための命令を有する非一時的コンピュータ可読記憶媒体を含
む製品であって、演算装置によって前記命令が実行されると前記演算装置が、請求項１か
ら９のいずれか一項に記載の方法を実行する、製品。
【請求項１１】
　録画したビデオを再生するためのビデオサーバであって、
　関連するタイムスタンプを有するビデオフレームのシーケンスを含む少なくとも１つの
ビデオストリームを受信するように構成された受信装置と、
　前記受信したビデオフレームのタイムスタンプから、または、前記受信したビデオスト
リームに埋め込まれたエンコーダフレームレート値から、受信した前記少なくとも１つの
ビデオストリーム内の様々な時間的位置に対するエンコーダフレームレートパラメータを
決定するように構成されたフレームレート決定装置と、
　前記受信したビデオストリームの前記決定されたエンコーダフレームレートパラメータ
が予め定められたフレームレート閾値より小さい、前記受信したビデオストリーム内の時
間的位置で、受信したビデオストリームの再生フレームレートを前記決定されたエンコー
ダフレームレートパラメータより大きいフレームレートに変更し、かつ、前記受信したビ
デオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータが前記予め定められたフレー
ムレート閾値より大きい、前記受信したビデオストリーム内の時間的位置で、前記受信し
たビデオストリームの前記決定されたエンコーダフレームレートパラメータに等しい再生
フレームレートに変更するように構成された、再生フレームレート変更装置と、
　前記受信したビデオストリームを前記変更された再生フレームレートで表すビデオ信号
を生成するように構成されたビデオ信号生成装置と
を含むビデオサーバ。
【請求項１２】
　ビデオサーバであって、
　前記受信装置は関連するタイムスタンプを有するビデオフレームのシーケンスを含む第
１および第２のビデオストリーム受信するように構成され、前記第１および第２の受信し
たビデオストリームは少なくとも１つの重なり合う期間の間キャプチャされており、
　前記再生フレームレート変更装置は、前記第１のビデオストリームの前記決定されたフ
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レームレートパラメータおよび前記第２のビデオストリームの前記決定されたフレームレ
ートパラメータが両方とも前記予め定められたフレームレート閾値より小さい時間的位置
で、前記受信した第１のビデオストリームの前記再生フレームレートを、前記受信した第
１のビデオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータより大きいフレームレ
ートに変更し、かつ、前記受信した第１のビデオストリームの前記決定されたフレームレ
ートパラメータまたは前記受信した第２のビデオストリームの前記決定されたフレームレ
ートパラメータが前記予め定められたフレームレート閾値より大きい時間的位置で、前記
受信した第１のビデオストリームの前記決定されたフレームレートパラメータに等しいフ
レームレートに変更するように構成され、
　前記ビデオ信号発生装置は、前記受信した第２のビデオストリームを前記変更された再
生フレームレートで表すビデオ信号を生成するように構成される、
請求項１１に記載のビデオサーバ。
【請求項１３】
　録画したビデオを再生するためのシステムであって、
　場面の画像データをキャプチャして、前記キャプチャされた画像データをビデオストリ
ームのビデオフレームとしてコード化して前記ビデオストリームを送信するように構成さ
れた画像キャプチャ装置と、
　監視カメラから前記送信されたビデオストリームを受信するように構成された、請求項
１１に記載のビデオサーバと、
　前記ビデオサーバによって生成された前記ビデオ信号を受信して表示するように構成さ
れたディスプレイ装置と
を含むシステム。
【請求項１４】
　録画したビデオを再生するためのシステムであって、
　場面の画像データをキャプチャし、当該キャプチャされた画像データを第１のビデオス
トリームのビデオフレームとしてコード化して前記第１のビデオストリームを送信するよ
うに構成された第１の画像キャプチャ装置と、
　場面の画像データをキャプチャし、前記キャプチャされた画像データを第２のビデオス
トリームのビデオフレームとしてコード化して前記第２のビデオストリームを送信するよ
うに構成された第２の画像キャプチャ装置と
を含み、
　前記第１および第２のビデオストリームは、少なくとも１つの重なり合う期間の間キャ
プチャされ、
システムは更に、
　請求項１２に記載のビデオサーバと、
　前記受信した第１のビデオストリームおよび受信した第２のビデオストリームを表す前
記ビデオサーバによって生成される前記ビデオ信号を受信して表示するように構成された
ディスプレイ装置であって、前記受信した第１のビデオストリームおよび受信した第２の
ビデオストリームは前記ディスプレイ装置によって前記少なくとも１つの重なり合う期間
の間同時に表示される、ディスプレイ装置と
を含む、システム。
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